
（小特集①）

安積疏水に育まれた農村と都市の共存への取組み

渡邉 泰

日本三大疏水の1つに数えられ，2016（平成28）年11 月に

世界かんがい施設遺産に登録となった安積疏水は，1879（明治

12）年に国直轄の農業水利事業第1号として着工し，当時の最

先端技術を駆使することで，広大な農地を生み出した。本地域

は安積疏水を基軸とした農業農村整備事業を展開することで，

広域な農村地域を形成し，同時に 33 万人規模の都市と共存し

ている。なお，近年の高齢化・人口減少による人手不足や，都

市化に伴うゴミの流入など，施設の継続した維持管理に課題を

抱えている状況ではあるが，世界かんがい施設遺産登録により

見学者が増加するなど，土地改良施設への認知度向上に寄与し

ている状況を報告する。

（水土の知87-10，pp.3〜6，2019)

安積疏水，猪苗代湖，農村と都市の共存，福島県，世界か

んがい施設遺産

（小特集②）

世界かんがい施設遺産認定へと続く

農業用水の価値継承を促す地域づくり

遠藤 和子・岡島 賢治・折戸 佑基・森本 英嗣

三重県多気町勢和地域にある立梅用水を対象に，農業用水を

核として地域づくりを実践してきた実態の整理から，世界かん

がい施設遺産の認証は，立梅用水を舞台とする活発な住民活動

や長年の取組みの一環であることがわかった。地元中学生を対

象とするアンケート調査結果からは，地域社会ぐるみで繰り返

し行われる教育・ボランティア参加によって，世界かんがい施

設遺産に認定された水利施設への高い認知度を確認することが

できた。地域づくりをさらに発展させるためには，認証された

水利施設を適切に維持管理するだけでなく，背景となる農業と

世界かんがい施設遺産を含む地域資源への深い理解と感謝をも

つ次世代の育成が重要となることが示唆された。

（水土の知87-10，pp.7〜10，2019)

立梅用水，多気町勢和地域，あじさいまつり，西村彦左衛

門，次世代育成

（小特集③）

高千穂郷・椎葉山地域の山腹用水路整備に対する経済評価

竹下 伸一・谷口 裕亮

宮崎県北部の高千穂郷・椎葉山地域は，2015年に世界農業

遺産に認定された。認定の要因の一つである山腹用水路は，開

削当時の素掘りの隧道などが老朽化しているが，費用対効果条

件を満足できず事業着手が難しい状況にある。そこで山腹用水

路を整備することは，高千穂郷・椎葉山地域の環境保全に寄与

するという独自の効果を設定し，地域住民を対象に支払意思額

を調査して効果を算定した。これに基づいて事業計画を策定し

た事例を紹介する。支払意思額には，地域住民の山腹用水路に

対する理解の程度が反映されるため，近年実施された重要な啓

発活動も併せて報告する。

世界農業遺産，山腹用水路，CVM，支払意思額，高千穂

郷・椎葉山地域環境保全効果，啓発活動

（水土の知87-10，pp.11〜14，2019)

（小特集④）

世界農業遺産「大崎耕土」における居久根景観保全

に向けた取組み

栗田 英治・重岡 徹・武元 将忠

平成29 年 11 月，国内 9カ所目の世界農業遺産に認定された

「大崎耕土（持続可能な水田農業を支える『大崎耕土』の伝統的

水管理システム）」の重要な構成要素の一つである屋敷林「居
い

久
ぐ

根
ね

」の呈する景観（居久根景観）の保全に向けた取組みについ

て紹介する。具体的には，①ワークショップを通じた居久根景

観保全に向けた課題の抽出，②小型UAV空撮画像を用いた三

次元モデルによる居久根景観の可視化，③航空写真・三次元化

技術を用いた居久根の抽出と計測の3つの取組みについて報告

する。小型UAV空撮や三次元化技術を用いた取組みは，今後

の居久根の維持管理や景観保全に向けた内外への PR，継続的

な居久根景観のモニタリングなどにおいて有効と考えられた。

（水土の知87-10，pp.15〜18，2019)

世界農業遺産，屋敷林，ドローン，ワークショップ，三次

元化技術

（小特集⑤）

GIAHS大崎耕土の持続可能性に向けた課題と取組み

郷古 雅春・武元 将忠・渡邉 真・千葉 克己

2017 年 11 月に世界農業遺産（GIAHS）に認定された大崎耕

土は，地域の農業を支える巧みな水管理，豊かなランドスケー

プ，伝統的な農文化，生物多様性と共生する農業システムが評

価されたものである。アクションプランを進める上での問題点

などを整理した結果，市民参加の推進，農業水利管理保全シス

テムの重要性の再確認，居久根保全システムの確立，大崎耕土

の価値の可視化とツーリズムとの連携の課題があることがわ

かった。大崎耕土の持続可能性の獲得に向けて，一般には理解

しにくい農業水利管理や居久根などの価値についてわかりやす

く可視化し，現地でのさまざまな営みと併せて全体的・総合的

かつ動的に保全管理していくことが必要である。

（水土の知87-10，pp.19〜22，2019)

世界農業遺産，大崎耕土，水管理，居久根，農業水利

（小特集⑥）

SDGs の視点からみた国内の世界農業遺産認定地域の活性化

大和田順子

国際連合食糧農業機関（FAO）が2002 年に開始した「世界

農業遺産」（GIAHS）制度は，国内では2011 年度から認定が始

まり，現在では11 の地域が認定されている。本報では，SDGs

の視点からみた国内の GIAHS認定地域の活性化について，定

性調査（2018 年 8 月に実施したアンケート調査など）の結果お

よび，SDGsの活用法の事例として3つの取組み（「SDGs 未来

都市」に認定された石川県珠洲市，宮崎県日之影町の山腹用水

路を活用した小水力発電，宮城県大崎地域の農業遺産関係者に

よる多面的な情報発信）を報告する。SDGsの視点から農業遺

産や農山村を捉えることで,農村振興につながる新たな視点を

得ることができる。
世界農業遺産，SDGs，農村振興，小水力発電，自然共生

農業

（水土の知87-10，pp.23〜26，2019)

農業農村工学会誌第 87巻第 10 号 報文・技術リポート内容紹介



（小特集⑦）

韓国における世界農業遺産地域のモニタリングの実態と課題

劉 鶴烈・清水 夏樹・星野 敏

韓国，日本，中国など東アジア地域では，次世代に継承すべ

き伝統的な農業知識，知恵などの農業資源が世界農業遺産とし

て認定された事例が少なくない。しかし，農業遺産を持続的に

管理，保全するためのモニタリングについての事例，研究など

はあまり見当たらない。本報では，農業遺産地域のモニタリン

グの概念と目的を踏まえた上で，韓国の世界農業遺産地域で実

際に行われたモニタリングの事例を検討し，その成果と課題に

ついて報告する

（水土の知87-10，pp.27〜30，2019)

農業遺産，モニタリング，モニタリング指標，農村資源，

保全管理

（報文）

気候変動に伴うオーストラリア米作地帯の水環境変化

早瀬 吉雄

豪州国の公開資料をもとに，太平洋熱帯域，インド洋での気

候変動が起こす降雨変動に伴うマレー川流域の水環境の変化を

検討した。2002，2006 年と少雨が続き，2007 年にはダム貯水

量が枯渇，水価が急騰して水田面積が急減した。平坦な地形，

少雨，厳しい乾燥によって，灌漑水は，地層中の塩を融出させ，

地下水・河川水の塩分濃度を高める。地球温暖化対策によって

も将来の降水量の減少が予想される。アジアモンスーン域以外

での水田農業の持続性には，疑問符がつく。

（水土の知87-10，pp.33〜37，2019)

マレー・ダーリング川流域，地球温暖化，気候変動，半乾

燥地，塩性化

（報文）

大規模災害復旧時における現場担当者用臨時宿泊施設の提案

有田 博之・橋本 禅・内川 義行

主として東日本大震災における調査をもとに，災害復旧現場

での労働時間の管理や健康問題への具体的対策として，被災現

場近傍への臨時の宿泊施設確保を以下のような構成によって提

案する。①残業の実態把握をもとに長期的な労働負担を明らか

にするとともに，②担当者の居住場所と被災現場が離れている

ことによる移動時間がもたらす業務への影響や，③災害復旧現

場での肉体的・精神的負担による健康障害のリスクの増加など

が危惧されることを示し，④解決として被災地近傍での臨時の

宿泊施設の早期確保の必要性を述べ，⑤対応策として自衛隊の

テント利用・仮設公舎建設を提案する。

（水土の知87-10，pp.39〜42，2019)

災害復旧，残業，通勤時間，疲労，健康リスク，臨時の宿

泊施設

（報文）

ミャンマーのモデル圃場整備地区における

農業機械利用の変化

渡邊 史郎・中神 芳春・稲田 善秋・花田 潤也

ミャンマーでは 2012 年の新たな農地法の制定を契機に，本

格的な圃場整備事業が始まった。このような状況のもと，日本

水土総合研究所は農業インフラシステム海外展開促進調査の一

環として，2014年にミャンマー中部のバゴー管区オクトウィ

ン郡区で約 40 haのモデル圃場を整備した。モデル圃場整備事

業の事業効果を検証するために，全受益農家 27 戸を対象に事

業実施前，事業実施1年後，事業実施2年後の耕うん機，トラ

クタ，コンバイン等農業機械の利用状況，営農形態の変化およ

び事業に対する満足度などについて対面調査を継続的に実施し

て経年的に変化を捉え，圃場整備により農業機械の導入が大幅

に進んだことを確認した。

（水土の知87-10，pp.43〜47，2019)

モデル圃場整備，ミャンマー，農業機械，事業効果，戸別

調査

（報文）

高瀬地区の地すべり対策事業

宮川 誠・柴田真基雄・下野 展明

農林水産省の直轄地すべり対策事業「高瀬地区」は平成 16

年度から30 年度にかけて，総事業費 99億円の地すべり防止対

策を進めてきた。今回事業完了に伴い，高瀬地区の概要，本事

業で実施した対策工の概要，概成判断について紹介する。

（水土の知87-10，pp.49〜52，2019)

地すべり，高瀬，事業概要，事業完了，排水トンネル，鋼

管杭

（技術リポート：北海道支部）

新技術（管渠ドローン）を採用した農業水利施設の機能診断

曽我部浩二・扇谷 泰子・小笠原 剛

北海道東部の北見市・訓子府町の「もち米」栽培地域では，

造成後 30〜40 年以上が経過した農業水利施設が多い。こうし

た施設の長寿命化や適切な維持管理を考えるとき，安全・効率

的な機能診断の調査方法を確立する必要がある。本報では，狭

小・閉鎖性空間における農業水利施設の機能診断に新技術であ

る管渠ドローンを採用し，調査の安全性・効率性および適用上

の留意点を報告する。管渠ドローンの適用により，①安全性の

確保，②狭小断面の施設状態の把握，③調査精度の向上，④優

れた操作性，⑤作業効率の向上，といった利点があげられた。

特に，撮影された水路内の映像は現地踏査の補完のみならず現

地調査計画の策定にも有効に活用できた。

（水土の知87-10，pp.54〜55，2019)

農業水利施設，機能診断，維持管理，新技術，管渠ドロー

ン



（技術リポート：東北支部）

先行床施工式フロア型システム吊り足場の採用事例

中澤 和彦・渡部 悦史

国営かんがい排水事業平川二期地区では前歴事業（昭和

44〜63 年度）で築造した基幹水利施設の改修を行っており，五

所川原頭首工も対象施設の一つである。平成 28 年度からゲー

ト類，電気機器類の改修工事を計画的に進めてきたが，平成29

年度初頭に機側操作室の天井に雨漏り跡を確認した。雨漏りは

更新後の間もない操作盤などの電気機器類に重大な影響を及ぼ

す恐れがあり，早急な補修が必要となったが，機側操作室の屋

根の補修工事は河川内での高所作業となるため，仮設足場の選

定が課題となった。検討の結果，「先行床施工式フロア型シス

テム吊り足場」の採用により，短期間で安全な補修工事が可能

となったことから，その事例を紹介する。

（水土の知87-10，pp.56〜57，2019)

頭首工，機械操作室，吊り足場，仮設工法，新技術

（技術リポート：関東支部）

神奈川県の里地里山保全の取組み

太田 健介

神奈川県の「里地里山の保全，再生及び活用の促進に関する

条例」の仕組みと，条例に基づく県の里地里山の保全活動に対

する支援制度について紹介する。県が実施主体となり，里地里

山の環境と保全等活動の次世代を担う子どもたちを対象とし

た，「子ども里地里山体験学校」を毎年度開催している。体験学

校実施までの具体的な流れと，過去に実施した体験学校の開催

内容を，史跡や地域の伝統工芸の体験などを活用した箱根町

「箱根旧街道畑宿里山と清流を守る会」の事例と，農作業と竹林

管理体験を主体とした秦野市「中丸の里山を守る会」の事例を

通して報告する。

（水土の知87-10，pp.58〜59，2019)

里地里山，農業農村，農村振興，地域活動，イベント

（技術リポート：京都支部）

富山県における圃場水管理省力化の取組み

酢谷 岳

近年の農業従事者の減少への対策と生産費削減のため，稲作

を中心とした土地利用型農業の省力化を推進する政策が掲げら

れている。水稲作の労働時間のうち灌漑・排水などの水管理作

業は全労働時間の約 3割を占める日常的作業であるにも関わら

ず自動化されておらず，水管理負担が農地集積の阻害要因と

なっている。このため水管理の合理化と省力化を図る必要があ

る。本報では，富山県内の水稲圃場において実施した，給水操

作を遠隔化・自動化することのできる自動給水栓を用いた水管

理省力化の実証試験の結果を紹介した上で，自動給水栓導入に

よる水管理の経費削減額とその導入費用について検証した。

（水土の知87-10，pp.60〜61，2019)

水管理，省力化，ICT，自動給水栓，農地集積

（技術リポート：京都支部）

40 年を経たマラウイ国灌漑施設の劣化事例

金森 秀行・那須 辰治・吉田 修

青年海外協力隊員として1977〜1981 年にマラウイ国で灌漑

施設の建設を技術管理した著者らは，その約 40 年後に当たる

2018 年に施設の現況を視察したので，その結果の報告と考察

を本報で行った。まず，レンガ積み工のマスとコンクリート工

の頭首工の各 2カ所について，施設の概要と劣化の状況を報告

した。次に，2カ所の間の劣化状況の相違を農業水利施設の機

能保全の手引きの施設状況評価表を参照して健全度で評価し，

気象データと比較・考察した。その結果より，降雨量の多い地

域特性が施設の劣化を促進する要因であることを示した。熱帯

における施設の経年劣化に関する事例報告は稀少であり，本報

が開発途上国の予防保全の議論に資することを期待する。

（水土の知87-10，pp.62〜63，2019)

予防保全，劣化，開発途上国，マラウイ，青年海外協力隊

（技術リポート：中国四国支部）

FRPM管を用いたため池の底樋改修事例

萩野 和憲

高知県の西南端に位置する幡多郡大月町は，年間を通じて温

暖な気候で，主に稲作，葉タバコ栽培，施設園芸などの農業が

営まれている。本報では，この大月町南東部の農用地を灌漑す

る主要なため池である「宮ノ越池」（受益面積25.4 ha）の堤体

改修工事において，強化プラスチック複合管（FRPM管）を用

いて，既設底樋管内部に新たに管を更生する「管更生工法」を

適用した底樋管の改修が完了したので，この事例について報告

する。

（水土の知87-10，pp.64〜65，2019)

ため池，管更生工法，FRPM管，リフトイン工法，底樋改

修

（技術リポート：九州沖縄支部）

風化花崗岩帯の山腹における用水路の暗渠化

江頭 仁

農業の担い手の高齢化，減少が著しく進行する中，用水路の

暗渠化は泥上げや草刈りなどの維持管理の省力化，農業用水の

安定供給の一端を担うものである。今回，福岡県のほぼ中央に

位置する嘉麻市の山間地域にある用水路の一部を暗渠化する工

事を平成 29 年度に行った。現地は花崗岩風化土，いわゆるマ

サ土の地質であり，平成30 年 7 月 6 日の「西日本豪雨」によ

り，用水路の暗渠化の施工箇所を含め，マサ土特有の法面崩壊

などが一部被災したため，その現状および原因の分析，対策工

法の検討，対策工事の内容について報告する。

（水土の知87-10，pp.66〜67，2019)

花崗岩風化土，マサ土，用水路，暗渠化，維持管理の省力

化，盛土
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